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どこでも働ける環境を目指しスマートフォンを活用する1.

スマートフォン用の電話帳に Phone  App l i を選択した理由2 .

電話機能全てを Phone  App l i に統合したい3 .



スマートフォン本体に連絡先を登録しなくても業務で利用する社内連絡先や社外連

絡先が共有され、かつ簡単に電話帳から電話がかけられ、受信時に誰からかかっ

てきたかが分かる仕組みが欲しい。そしてそれらを実現しても、個人情報が安全に

管理されなければならない。

「高機能、多機能化が進んでおり、スマートフォンは PCを持ち歩くのと同じです。

そのため情報漏洩対策は大きな課題でした。さらにスマートフォンに移行したら複

雑で使いにくくなるのでは困ります」と言うのは、情報システム部門 ICT部戦略企

画グループ グループリーダーの金川辰也氏だ。

使い勝手が良くその上で安全な環境を実現する。そのためにはスマートフォン用のセ

キュアな電話帳が必要だと花王では考えた。2016年5月、花王では全社レベルで

固定電話を減らしスマートフォン化を進める方針が決められる。これに合わせ、スマー

トフォンで活用できるセキュアな電話帳システムの検討が始まった。いくつかの電話

帳を比較し、選ばれたのがPhone Appliだった。

「複数キャリアと契約するので、キャリアに依存しないものが必要でした。さらにセ

キュアで社内のユーザー認証のシステムと連携できる必要もありました。また全社

規模でも安心して使える拡張性も重要でした」と金川氏。いくつかのサービスでト

ライアルなども行い、全ての要件を満たしていたのがPhone Appliだった。

Phone Appliが提供するWeb電話帳は電話帳の仕組みをクラウドだけで実現できる。

スマートフォン側に何も情報を置かずに運用でき安全だと判断した。導入前には社

内で定めているインターネットサービスのセキュリティチェック項目の確認も実施し、

問題無い事を確認した。またPhone Appliは電話帳アプリケーション市場で高いシェ

アがあり、大規模なユーザー企業の実績も導入の敷居を下げることにつながった。

どこでも働ける環境を目指しスマートフォンを活用する

消費者と顧客の立場に立った「よきモノづくり」で、世界の人々の豊かな生活文化の
実現に貢献する。この目標に向け花王グループでは、化粧品やスキンケア、ヘアケ
アなどの「ビューティケア事業」、健康機能飲料やサニタリー製品などの「ヒューマン
ヘルスケア事業」、衣料用洗剤や住居用洗剤などの「ファブリック＆ホームケア事業」
で一般消費者向けにコンシューマープロダクツ事業を展開している。さらに「ケミカ
ル事業」では、産業界のきめ細かいニーズに対応する工業用製品の展開も行ってい
る。
幅広い花王のビジネスを支えるのがITシステムだ。花王は画期的なITシステムを率先
して開発、運用する先進企業として有名だ。そんな花王では従来、自分たちでシス
テムを構築し活用するのが普通だった。

とはいえ「最近はいいITの仕組みがたくさんあります。花王独自の仕組みでなければ
ならないもの以外は、そういったものを活用しようと、舵取りの方向を変えました」
と言うのは、花王株式会社 情報システム部門 ICT部 情報技術グループ 部長の浜村
靖志氏だ。つくるから使うへ、社外の優れたITシステムを活用することで効率化を
図れると考えるようになったのだ。
もう1つ花王が取り組んでいるのが働き方改革だ。「オフィス環境にとらわれない柔
軟な働き方を進めています。そのためにスマートフォンの導入拡大を行います」と
浜村氏。スマートフォンの活用は、世の中の流れで必然の変化だ。今後は業務にお
けるコミュニケーションの主体をスマートフォンにし、それにより柔軟に働ける環境
を生み出すことを考えている。
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スマートフォン用の電話帳に
Phone Appliを選択した理由

電話機能全てを
Phone Appliに統合したい

花王ではトライアルを経て2016年9月に Phone Appliの導入を決定する。そこから
自社開発の社内内線電話番号管理のシステムと連携作業を行い、11月にはスマート
フォンで Phone Appli Web電話帳が利用できるようになった。「ほんの2ヶ月で本番
用環境ができたのは、クラウドサービスならではの魅力です」と金川氏。社内シス
テムとの連携部分もほとんどコードを書く必要はなく、苦労せずに実現できたとの
こと。
現在花王では、スマートフォンに標準搭載されている電話帳機能は利用していない。
社内だけでなく外部の連絡先も Phone Appliの個人用電話帳に登録している。この
ようにクラウドに電話番号情報を集約できることは、Phone Appliを選んだ大きな
理由だと改めて浜村氏は述べる。
2017年秋までに、順次スマートフォンを導入拡大する予定だ。これでスマートフォン
のモビリティ性を活かし、どこでも働ける環境の構築を目指す。また今後は、内線
電話の削減も予定している。スマートフォンの外線発信ならば、キャリアとの契約に
よる無料通話を利用でき、全体で通信コストを削減できるのだ。これが可能なのも、
Phone Appliに電話番号情報を集約できるからだ。
スマートフォンに移行した社員からは、Phone Appliの Web電話帳はかなり使いや
すいと評価されている。浜村氏も「誰からの電話かが分かるのは本当に便利です。
一度使うとこの便利さは手放せません。スマートフォンと Phone Appliの組み合わせ
で、これからは電話の使い方が大きく変わります」と言う。
すでにユーザーからは、新たな要望も出ている。「もっと簡単に検索できるようなど
さまざまな要望があります。花王だけでなく他の企業でも便利になるものは、バー
ジョンアップでどんどん対応して欲しいです」と浜村氏。金川氏も Web電話帳を使
いこなすための情報を、さらに提供して欲しいと言う。キャリアの違い、機種の違
いを Phone Appliが吸収し、最終的にはスマートフォンの電話アプリ機能全てを
Phone Appliに統合して欲しいと花王では期待している。

概要 使い勝手の良さと安全な環境の両立に向けてスマートフォンで活用できるセキュアな電話帳「Phone Appli」を採用


